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巻頭言

　経済不況の中、副理事長という大任を引き受
け、果たして自分にできるのだろうか？自問し
ておりました。活版印刷からオフセット印刷に
変わった第一の波、写植版下を代表とするアナ
ログ製版からＤＴＰ（デジタル製版）に移行し
た第二の波　そして、電子書籍を代表とする印
刷物の電子化の波が現在進行しております。先
日、愛印工岡崎支部で「アップルの野望」と言
うテーマでＭＡＣのシステム開発をしてみえる
㈱プラネット　代表取締役　小池氏から講演を
いただきました。ipadが発売され電子書籍化が
大きく変わる中、電子化の驚異をお話し頂きま
したが、印刷のプロとして印刷を極めれば怖い
ことはないという力強いお言葉をいただきまし
た。しかし、電子化により、印刷業界にも少な
からず影響がでると思います。
　昨年度まで、教育委員長をお引き受けしてお
りましたが、本年度、松岡委員長に引き継ぎま
した。松岡委員長の業界・組合員の未来を考え
たセミナー等を実行に移す行動力は、幕末に日
本の未来を考え変革していった幕末の志士達を
思い浮かべます。
　昔から大きな変革がある時には必ず優秀な人
材、また、優れた教育者がいます。幕末から明
治維新、やはり、こういった教育者？、人物が

いました。幕末の長州藩にあった吉田松陰が塾
頭をつとめた松下村塾、そして、そこで学んだ、
高杉晋作、桂小五郎(後に木戸孝允)、伊藤博文
がそれです。この松下村塾は当時としては珍し
い外国の情勢も学べ、幕末の長州藩志士のほと
んどはここからでています。
　高杉晋作も松下村塾で学んだ思想を行動に移
し、現実のものにするという偉業をなしとげま
した。
　「発すれば風雨のごとし、動けば電雷のごと
し」と称されているとおりの人物です。
　また、坂本龍馬も勝麟太郎（後に海舟）の
もとに入り、世界の大きさを知り、この時代に
は珍しく、どんな意見でも取り入れ、また吸収
する柔軟性をもっていたようです。また、先を
見越した考え方は勝海舟の影響を大きく受けた
ものであり、自らを日本人と称し、日本の未来
を考えそれが敵であろうとも尽力したようです。
２人とも行動力はずばぬけていたわけだが、こ
れらを行うための協力者もたくさんいた。これ
らの協力者がいなかったら、これだけ多くのこ
とは成し遂げられなかったと思います。
　組合も時代を見据えたセミナー教育、時代に
即した行動力で多くの情報を組合員の皆さんに
発信できればと思います。

「教育」と「行動力」 
副理事長　岡田　邦義



　中部地区印刷協議会（四橋英児会長／以下・中部地区
協）の平成22年度上期会議（石川県会議）が、６月18
日午後１時より、JR金沢駅前のホテル日航金沢で開催さ
れました。
　上期会議は、全体会議（前半）、分科会（経営革新・
マーケティング委員会／環境委員会／組織・共済委員会
／教育・労務委員会／取引公正化委員会／理事長会）、
全体会議（後半）、交流会の４部で構成されました。こ
のうち全体会議の前半では、全日本印刷工業組合連合
会（以下・全印工連）の水上光啓会長が「実践！今日か
ら始める経営者のやるべき業態変革」のテーマで講演し、
業態変革のキーワードであるワンストップサービス、企
業経営に不可欠の『Ｑ＝クオリティ、Ｐ＝プライス、Ｓ

＝サービス』、付加価値を高めるための感性価値創造な
どについて、具体例を挙げながらその必要性を説きまし
た。また、分科会では全印工連の平成22年度中部地区
印刷協議会各委員会資料（平成22年度事業計画基本方
針、実施事業など）を叩き台として、各委員会が報告事
項を討論するとともに、さらには意見・情報交換、要望
等の確認を行いました。全体会議の後半では、分科会・
理事長会報告が行われ、委員長・代表者が討論、意見・
情報交換、要望等の内容について報告しました。
　なお、愛知県印刷工業組合からは、髙井昭弘理事長
（来賓の全印工連副会長として参加）、木野瀬吉孝、細
井俊男、鳥原久資、岡田邦義の４副理事長はじめ、10名
が参加しました。

　■開催県・会長・来賓の挨拶

　上期会議の司会は加藤修事務局長が務めました。
　開催県を代表して石川県印刷工業組合の永野博信理事
長が挨拶した後、四橋会長が挨拶に立ち、最初に「今
日、石川県工組の永野理事長様はじめ、皆様に大変お世
話になり、ありがとうございました」と謝意を表しま
した。続いて、「皆様にご紹介申し上げておきたいと思
います」と前置きして、中部地区協の事務局長が村瀬誠
氏（愛知県工組・前専務理事）から加藤修氏（愛知県工
組・専務理事）に交代したことを報告するとともに、加
藤事務局長を紹介しました。
　また、四橋会長は、来る10月15、16の両日、開催され
る『2010　全日本印刷文化典in岐阜』（主催：全印工連、
中部地区協、岐阜県工組）、そして７月22～24日の３
日間にわたって開催される『primedex-2010』（主催：
primedex協議会）を紹介し、参加を要請しました。さら
に、来賓の水上会長、同じく来賓の全印工連の生井義三
事務局長の参加に対して謝意を表し、最後に「今日１日、
せっかくの機会ですので、皆様にとりまして意義のある
中部地区協になるよう、よろしくお願いします」と挨拶
を結びました。
　続いて、水上会長が挨拶に立ち、「２年前に（全印工
連の）会長に就任した時、次のようなことをお話しまし
た。『今、印刷を含むすべての情報産業は、すべての
情報を只（ただ）にして、呑みこんで行くインターネッ
トの大きな津波に襲われているような気がしてならな
い』」と述べた上で、その後のインターネットの急成長、
若者の文字離れ、そしてタブレットPC『iPad』の登場
に象徴される印刷業界を取り巻く環境変化を指摘しまし
た。そして、「私は印刷は不滅だと思っていますが、相
手（インターネットやタブレットPCなど）のことも知
らなければいけない。相手の限界を明確に確認すること
も大切なこと」という観点から、全印工連の三役会、そ
して東京工組（水上理事長）の常任理事会ではiPadを活
用することになったことを報告しました。
　次に水上会長は組合の基本は『連帯・対外窓口・共
済』と強調した上で、全印工連の組織・委員会機構と執

行部を変更したこと、さらには事務局の改革を推進して
いることを説明しました。
　このうち、全印工連の組織・委員会機構の変更に関し
ては、通常委員会（経営革新・マーケティング委員会／
環境委員会／組織・共済委員会）と「突然対応しなけれ
ばいけない問題に対応し（略）できる限り速やかに情報
発信するため」（水上会長）の専門委員会（教育・労務
専門委員会／MUD推進プロジェクト／広報専門委員会）
の２つに分けたと報告しました。
　また、業態変革推進企画室からの情報発信の充実、新
しく立ち上げた印刷産業戦略デザイン室での将来に向け
てのロードマップ・グランドデザインづくり、製紙・印
刷機械・インキ・材料などの各メーカーを網羅、横串に
した印刷ビジョン研究会における大きな問題（環境問題
など）への取り組みなど、三役会直結組織の活動の方向
性を示しました。
　執行部の変更に関しては、「変革に対応できる執行部、
デジタル、インターネットを理解し、それに対応して情
報発信できる執行部」（水上会長）の確立が必要とい
う観点から、新しい執行部の編成を行ったと説明しまし
た。その結果として執行部は若返ったものの、水上会長
は「執行部に定年制はありません。私は経営者にも定年
はないと思っています。あるとすれば、経営者が情熱を
失った時が定年だと思います」と述べ、執行部が若返っ
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全体会議（前半）、分科会、全体会議（後半）、
交流会の４部で構成

司会を務めた加藤
愛印工組専務理事

永野石川県工組理事長 四橋中部地区協会長

●中部地区印刷協議会

平成22年度上期会議（石川県会議）を開催
全体会議・分科会で業界課題と展望を討議
全印工連・水上光啓会長が講演・問題提起

●中部地区印刷協議会

平成22年度上期会議（石川県会議）を開催
全体会議・分科会で業界課題と展望を討議
全印工連・水上光啓会長が講演・問題提起



たのは結果に過ぎないという認識を示しました。
　事務局の改革の推進に関しては、「残念ながら組合
員は減少しています。増える大きな見込みはありませ

ん。そういう中で最適な事務局づくりをしなければいけ
ない」（水上会長）という観点から、事務局の機能強化、
やるべき事業の整理、事業の集中と選択、個々の事務局
員の事務レベルのアップ、そしてトータルとして事務局
の効率化を目指すということで、真剣に改革を進めてい
ると報告しました。
　挨拶の最後に水上会長は、「我々は行動する執行部で
ありたいと思っています」「組合の基本は連帯です。こ
れから連帯の輪をさらに大きくして行きたいと思いま
す」と決意を述べました。

　
■収支決算・予算算定（案）

　平成21年度収支決算書／2010全日本印刷文化典・岐阜大
会 負担金収支報告／平成22年度会費及び収支算定（案）
　以上を加藤事務局長が説明し、拍手をもって承認され
ました。（内容略）

　生井事務局長は、最初に「業界を取り巻く環境は大き
く変わってきています」と前置きして、話題となってい
る電子書籍（今年は『電子書籍元年』と言われている）、
広告宣伝費の変化（2009年の日本の広告費で、インター
ネット広告費が新聞広告費を上回る）、工業統計に見る
印刷出荷額の動向（2008年の工業統計で印刷出荷額は7
兆円の大台を下回る／6兆9,000億円は昭和62年と同じ水
準）について説明しました。
　そして「このような環境の中で、平成22年度事業計画
の基本方針（略）に基づいて各種の事業を推進して行き
たいと思っています」と述べ、次のように実施事業（概
要）を説明しました。
　■業態変革実践の推進
　業態変革は、提唱してから７年目に入りました。業態
変革の必要性を議論する時はすでに過ぎたという認識の
元で、業態変革を実践、実行、継続、定着するための支
援事業を今年度は展開して行きたいと思っています。
　■産業成長戦略のデザイン

　５年、10年先の長期的な産業成長戦略のデザインを描
くための議論を行っています。10月の岐阜の大会（2010
　全日本印刷文化典in岐阜）では、成果発表の予定で、
現在週１回のペースで委員会を開催して、テーマ等の整
理を進めているところです。
　■印刷関連産業と考えるビジョン
　（印刷と関連）業界を横串にして、印刷媒体のさらな
る向上、関連業界との新しい提携、これら研究対象にこ
れから議論を進めて行く計画です。
　■経営革新・マーケティング事業の研究
　売上高経常利益率５％を目標に、より即効性と実効性
の高い、筋肉質かつ骨太な施策を作成しようということ
で動き出しています。
　■環境対策の推進
　カーボンフットプリント、カーボンオフセット、排出
権取引など、新しい仕組みがいろいろ報道されています。
国の調達基準であるグリーン購入法もリサイクルに適し
た資材の使用、見積の際の資材確認表の添付など、環境

対応が現在求められています。これらについて、日印産
連（日本印刷産業連合会）と連携を図りながら、必要不
可欠な情報提供を行って行きたいと思っています。
　■組織・共済事業の推進
　組合加入促進、組織関連の情報提供、共済制度への加
入促進キャンペーンを展開して行きます。組合員減少に
伴う会費収入減少により、どこの工組様も運営に厳しさ
が増しています。共済事業については、平成21年度、工
組配当金、交付金、合計２億円ほど還付させていただき
ました。組合財政を支えるためにも共済制度への加入促
進を積極的に進めていただきたいと思っています。
　■教育・労務事業の推進
　教育・労務事業は専門委員会を設けて取り組んで行き
ます。制度教育の抜本的な改革と新しい教育に関する情
報発信活動。この２つをメインとして捉え、教育事業に
知見のある方や問題意識の高い方を委員として、積極的
な議論を行って行きます。先般、第１回目の委員会が開
催されました。現在の制度教育の問題点を洗い出すなど、
積極的な議論を行い、今後の制度教育のあり方について、
答申的なものをまとめることが決まりました。それから
適正な利益を出し得る営業及び営業管理者の育成を目的
に、テーマをマネジメントに絞った形でのセミナーやパ
ネルディスカッションを企画し、委員自らがその情報発
進役を務めるということで、次回から具体的に内容を検
討する予定です。
　■広報事業の推進
　専門委員会で取り組んで行きます。機関紙『日本の印
刷』、ホームページの改善、見直しを進めて行きます。
それから昨年度の全印工連の組織財政改革に関する答申
に示された全印工連と工組様、さらには個々の組合員企
業様を結ぶ情報網の構築を目指して検討を進めて行きた
いと思っています。
　■組織運営機構
　（水上会長が挨拶の中で説明したので略）
　■組合支援事業一覧
　組合支援事業として、今年度は21のセミナーを用意い
たしました。新企画も５つあるので、ぜひ、ご活用、ご
利用いただきたいと思います。
　■MUDの普及・啓発について

　第４回MUDコンペティションには、全国から215点の
作品応募がありました。年々レベルは上がっており、今
回、特に学生の部で発想豊かな作品が多く応募されたと
いうことです。入賞作品の展示と表彰式は、横浜市のパ
シフィコ横浜で開催する『primedex‒2010』（７月）の
会場内で行う計画です。なお、今年度はMUDの身近で
具体的なツールの提供についても検討する予定です。
　■官公需入札制度への対応について
　昨年度の特別委員会から今年度は（官公需対策）協議
会という形に組織変更を行い、全国協議会の開催も視野
に入れて検討を進めて行きます。今年に入って、鳥取県、
山形県、そして試験的ですが４月１日から、岐阜県にお
いても最低制限価格制度の試行導入ということで、全国
的に見ると約４分の１まで最低制限価格制度の導入が進
んできました。また、最近では地元発注、優先発注の要
請が多く出され、実現しているところが多いという結果
が出ています。協議会では意見交換、事例紹介を行いな
がら、これまで以上に情報提供に努めて行きたいと思っ
ています。
　■「組合員台帳調査」の実施について
　今年度は隔年で行っている台帳調査の実施年になりま
す。７月に調査票を発送し、９月末回収という予定です。
全国の正確な数値を把握し、事業推進に役立てるため
にも1社でも多くの提出をお願いしたいと思っています。
また、これ以外の調査として、各工組様のご協力をいた
だき、環境対応のアンケートを全組合員様を対象に実施
をさせてただきたいと思っています。さらに例年実施し
ている用紙価格等の動向調査ですが、従来はモニター企
業様を対象に行っていましたが、今年度から全組合員様
を対象に実施する予定です。
　■日印産連「技能五輪・オフセット印刷職種」国内選
考会について
　日印産連では、2011年10月にロンドンで開催される
第41回技能五輪国際大会のオフセット印刷職種に出場す
る日本の代表選手の選考会への参加者を募集をしていま
す。前回のカナダ、カルガリー大会では、日本代表の選
手が、金メダルを獲得しています。１社３名で、締め切
りは７月16日です。詳細は、全印工連、あるいは日印産
連のホームページをご覧いただきたいと思います。
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■全印工連
報告・連絡事項

平成22年度事業計画、基本方針と実施事業
全印工連・生井義三事務局長

水上全印工連会長 生井全印工連事務局長



　先月号において、「平成22年度通常総代会」の内
容を詳報しました。総代会後半の部において来賓と
して出席いただいた中部経済産業局青山一郎、愛知
県産業労働部浅田功両氏から来賓祝辞がありました
が、誌面の都合上掲載できませんでしたので、今月
号において掲載いたします。

　「わが国経済はひところの厳しい状況から脱却し
たという感じはあるものの、まだやはり、雇用情勢
や中小企業の状況には厳しいものがあります。
　ここにお邪魔する前に、商店街の組合の総会に出
席しておりまして、意見交換をしてまいりました。
若干、皆様方に笑顔が出ていました。従来ですと、
世の中厳しいものですから、節約節約であらゆるこ
とが停滞していました。ところがここにきて、消費
疲れといいますか、節約疲れといいますか、我慢に
も限界がきて、少しづつですが物を買う状況がでて
きました。何でもかんでも買うということではなく
て、何か理由があれば買う、ということで物が売れ
始めています。そうしたことで商店街にも笑顔が
戻ってきているように感じました。
　そこで、いくつかのキーワードを整理してみまし
た。何かヒントにしていただければと思いお話して
みます。
　まず一つ目は、「ひと手間加える」あるいは「一

工夫する」ということです。省けるものは省き、省
略できるものは省略してしまおう、ということで、
物が皆同じようになっていってしまいました。そこ
にひと手間加え、少し違うような物にして勝負して
いただきたい、ということです。二つ目は、「二律
背反」です。この言葉は、あちら立てればこちら立
たずということですが、どこかでバランスの取れる
地点がありますので、今申しましたひと手間加える
ことで、相手方の望むところのバランスをとりなが
ら、対応していくのも方法ではないかと思います。
三つ目は、「三方よし」ということです。これは近
江商人の言葉で、売り手よし、買い手よし、世間よ
し、ということです。当然、売買・取引は、当事者
が折り合いの付くところで契約を行います。その時
に、社会的にあるいは世間的にいいものに繋がりま
せんと、その取引は長続きしません。ややもすれば
目先のことにとらわれがちですが、やはり長期的に
先行きを考えて、三方よしの精神で、企業経営を
行っていただければと思うわけです。
　落ちとして、最後の四つ目は皆様方の幸せを祈っ
ておりますということになります。何かの参考にな
ればと思いお話をさせていただきました。

　印刷業界は、インターネットの普及、情報伝達の
多様化、電子媒体の普及などにより、変革を余儀な
くされております。さらには、受注競争の激化、コ
ストダウン、納期の短縮、収益の低減など、会社を
経営されている皆様におかれましては大変厳しい

　東京都印刷工業組合などで構成されるPrimedex
協議会主催の「Primedex‒2010」が､７月22日㈭～
24日㈯の３日間､横浜のパシフィコ横浜を会場に開
催される。
　出展内容は､①ベンダー展示エリア、②ビジネス
交流エリア、③企画コーナー、③セミナーなど多
彩な催しが行われる。中でも、コラボレーション、

状況になっていると認識いたしております。こうし
た状況下にあって、業態変革実践プラン、全印工連
2010計画をスタートされ、デジタル化やソフト化の
進展と共に多様化する顧客ニーズに的確に対応すべ
く、印刷技術の高度化、情報サービス分野の展開な
ど、ワンストップサービスの実践に務められている
と伺っております。
　また今年度は、当県の大きなプロジェクトであり
ますCOP10（生物多様性条約第10回締約国会議）
の開催に合わせ、環境保護をテーマに、次世代の印
刷・デザイン業界を担う大学生・専門学校生・高校
生を対象とした「第１回ポスターグランプリ」を企
画されまして、次世代の育成にも取り組んでいただ
いていることは誠に心強い限りです。
　愛知県と致しましても、地域医療の整備、子育て
環境の充実など、県民の皆様方の安心・安全の確保
に力をそそいでまいりますとともに、産業経済の基
板を支えております中小企業の雇用対策、経営支援
などに引き続き取り組んでまいります。
　今後とも皆様方の一層のご理解とご支援を賜りま
すよう願い申し上げます。

ネットワーク作りに繋がる印刷を中心とした得意
分野の提案や印刷産業における環境対応、MUD、
個人情報保護、印刷物の感性価値、プロの技、紙
媒体の特徴など、見どころ多数の展示会である。
　会場へは、「みなとみらい駅」（東急東横線）よ
り徒歩３分、「桜木町駅」（地下鉄）より徒歩12分。

－ 16 － － 17 －

●身近な催し物のお知らせ（愛印工組関係）
開催日時　　　　　　事業・行事、場所、備考

事業・行事 技能検定 オフセット印刷作業 実技試験
 7月10日㈯・11日㈰・24日㈯・25日㈰
ところ ㈱桜井グラフィックシステムズ岐阜工場
受験者：１級12名・２級20名
※受験申請受付は終了しました
事業・行事 印刷寺子屋（第２回）
 「結婚と葬式～その営業戦略～」
ところ 愛知県印刷会館  ３階 「会議室」 
事業・行事 技能検定　オフセット印刷作業
 学科試験対策学科学習会
ところ ウィンクあいち
 1級「1110会議室」2級「1109会議室」
事業・行事 印刷寺子屋（第３回）「印刷作業合
 理化のための必殺技を伝授します」
ところ ウィンクあいち「1109会議室」 
事業・行事 従業員・家族合同レクリエーション大会
 木曽上松「赤沢自然休養林」
 ウォーキング（日帰りバス旅行）
参加費　大人1人 3,000円　子供1人 2,000円
※座席と昼食が不要な幼児は無料です。※定員240名
事業・行事 第１回　ポスターグランプリ
ところ 電気文化会館 ５階西ギャラリー
応募期間：８月23～31日 詳細については、愛知県
印刷工業組合ホームページをご覧ください。

７月10日㈯
　～25日㈰

７月15日㈭
19：00～20：30

８月28日㈯
13：30～
　　 16:30

８月28日㈯
17：30～
　　 19:00

９月26日㈰

９月28日㈫
　　～
10月３日㈰

●身近な催し物のお知らせ（関係団体）
開催日時　　　　　　事業・行事、場所、備考

事業・行事 愛知県印刷産業団体連絡会
 セミナー「黒字決算を目指して」と交流会
ところ 名古屋国際ホテル
講師:㈱大平経営会計事務所  代表 大平吉朗氏
参加費：5,000／人
事業・行事 2010全日本印刷文化典in岐阜
ところ 岐阜市　岐阜グランドホテル
全印工連・岐阜印刷工業組合ホームページご参照ください

８月４日㈪
交流セミナー
18：00～
　　 20:00

10月15日㈮
　～16日㈯

■平成22年度通常総代会

「来賓挨拶」より

中部経済産業局流通・サービス産業課

青山 一郎 課長

「４つのキーワード」から学ぶこと

愛知県産業労働部

浅田　功 次長

次世代育成
「ポスターグランプリ」への期待

■お知らせ

「Primedex‒2010（プリメディクス）」開催



名古屋支店／TEL.052-363-5011
〒454-0807 名古屋市中川区愛知町4-6http://www.komori.com

菊半裁反転機構付4色オフセット枚葉印刷機

　全日本印刷工業連合会・全国青年印刷人協議会（全青協／臼田真人議長）
では、この程､「業態変革実践プラン̶業態変革への挑戦　100選」を発行
した。本書は、全青協が平成20・21年度事業として取り組んできた「業態
変革実践プラン100選事業」の集大成として完成したものである。掲載企業
は全印工連の組合員に限定せず、業態変革を実践する101社・団体の事例を
掲載しており、業態変革に挑戦しようとしている経営者あるいは企業に有益
なヒントを提供している。

　全青協では、平成20・21年度活動テーマに「脱印刷・
拡印刷、感性価値創造業への挑戦」を掲げ、そのひと
つの柱に「業態変革実践プラン100選事業」で、即実践
型の事業を目指した。それを総括する意味で、全国９
ブロックから業態変革の取り組みを厳選し、実践例をま
とめたガイドブックの発行を一つの区切りとした。掲載
企業は全印工連の組合員に限定せず、業態変革を果敢に
実践している組合員以外の企業、さらには団体も含めた。
大きな選定ポイントとしては、経営者自らの哲学・理念
のもとに決断し、先頭に立ち、社員を巻き込んで変革を
推し進めていること、企業の風土や顧客、経営資源など
から独自のビジネスモデルを構築していること、などを
あげた。
　同書では、全国101社・団体における、「①業態変革
実践の背景、②実践における問題点、③取り組みの経緯
と現状、④自社の強みと弱み、⑤今後の展開」など、業
態変革の内容を重視しながら選出し、収録している。ど
の実践事例も、業態変革に挑戦しようとしている経営
者・企業に有益なヒントとなる。
　＜内容＞
　・プロローグ
　・全日本印刷工業組合連合会・水上光啓会長「発刊を
祝して」

　・全国青年印刷人協議会・臼井真人議長「本書発刊に
あたり」
　・101社における業態変革の実践例（北海道ブロック
８社、東北ブロック10社、関東甲信越・静岡ブロック18
社、東京ブロック21社、中部ブロック7社、近畿ブロッ
ク14社、中国ブロック４社、四国ブロック６社、九州ブ
ロック13社）
　・エピローグ　
　【臼田議長のコメント】
　２年かけて業態変革の事例を集め、各地域・企業の進
行度合いを肌で感じた。地方の方が業態変革は進んでい
た。早くから市場規模が縮小し、業態変革をやらざる
を得なかった。やろうとして始めたわけではなかったが
結果として業態変革になった。逆に都心では、まだ、や
る、やらないの選択肢があった。本書では自社の収益拡
大のみを目指したビジネスモデルではなく、お客様や地
域、社会のためのサービス作りに、社長自らが真摯に取
り組んだ事例を掲載した。決してサクセスストリーでは
なく、何故取り組まなければならなかったか、どんな苦
労・失敗があったのか、など、経営者の熱い思いを盛り
込んだ人生の短編集でもある。

　愛知県印刷工業組合（髙井昭弘理事長）では、
COP10の開催に協賛して、環境保護をテーマに
した「第１回ポスターグランプリ」の作品募集
を開始します。ポスターグランプリは、「将来
のグラフィックデザイン業界を担う学生・生徒
がその能力を伸ばす場」とするとともに、「若
い感性による印刷産業界とデザイン関連業界の
発展に寄与したい」との主旨・目的で開催され
るものです。
　【作品規定】
　対象／ポスター
　テーマ／環境保護（Human life is also one ＝ 
人間もまた一つの命）
　応募資格／個人を対象。愛知県内在住、また
は県内の大学（大学院、短期大学を含む）、専
門学校、高等学校（高等専門学校を含む）に在
籍される方なら、資格に制限はありません。
　応募部門／大学生・専門学校生の部、高校生
の部。
　応募作品／未発表の作品であれば、一人何点
でも可（但し、シリーズ物は除く）。素材･表
現は自由。作品はB２判、縦型パネル仕立て。
　出品料／無料。
　提出／作品は手描き又は電子媒体によるもの
とし、入賞入選作品についてはデータの提出を
お願いすることがあります。各作品ごとに、応
募用紙に作品のコンセプト等必要事項を記入し、
作品の裏面に貼り付けて提出して下さい。
　応募先・問合せ先／愛知県印刷工業組合内ポ
スターグランプリ係（〒461-0001名古屋市東区
泉1-20-12　TEL052-962-5771）
e-mail：jimukyoku@ai-in-ko.or.jp
　応募期間／８月23日㈪～８月31日㈫。８月31
日当日消印有効。
　【審査委員】
　委員長：高北幸矢（名古屋造形大学学長、グ

ラフィックデザイナー）
　副委員長：新家春二（グラフィックデザイナ
ー）、今尾泰三（愛知県立芸術大学准教授、グ
ラフィックデザイナー）、大西甫（名古屋総合
デザイン専門学校校長、グラフィックデザイナ
ー）、落合紀文（名古屋芸術大学教授、グラフ
ィックデザイナー）、森旬子（名古屋市立大学
大学院芸術工学研究科准教授、グラフィックデ
ザイナー）、森本健（名古屋学芸大学教授、中
部デザイン団体協議会事務局長）、髙井昭弘
（愛知県印刷工業組合理事長）
　【発表】
　入賞入選者本人に連絡。愛知県印刷工業組合
ホームページに掲載。愛知県印刷工業組合機関
誌「あいちの印刷10月号」に掲載。
　入賞入選作品は、愛知県印刷工業組合「第１
回ポスターグランプリ展」で展示します。
　【表彰式】　　
　10月３日（日）10時30分からポスターグラン
プリ展会場で表彰式を行います。
　【授与賞】　　
　グランプリ（10万円）１名。
　優秀賞各部門（２万円）３名以内。
　特別賞（中部経済産業局長賞、愛知県知事賞、
名古屋市長賞 他）。
　入賞入選作品集を作成し、入賞入選者及び学
校に送付。副賞として入賞入選者全員に、応募
作品のポストカード100枚を贈呈。
　【第１回ポスターグランプリ展】
　会期／９月28日㈫～10月３日㈰
　午前10時～午後５時（最終日は、午後４時ま
で）
　会場／電気文化会館５階西ギャラリー
　名古屋市中区栄２-２-５（地下鉄伏見駅下車、
広小路通を東へ徒歩２分）。

－ 18 － － 19 －

■TOPICS

「業態変革実践プラン―業態変革への挑戦100選―」

101社の事例を掲載……全国青年印刷人協議会発行

書籍名：「業態変革実践プラン̶
業態変革への挑戦100選」、サイ
ズ：A4判216ページ、価格：組合
員2,500円、非組合員5,000円（い
ずれも税込み、送料別）
＜問い合わせ先＞
全日本印刷工業組合連合会
TEL03-3552-4571

「第１回ポスターグランプリ」開催
作品募集要項

「第１回ポスターグランプリ」開催
作品募集要項

「第１回ポスターグランプリ」開催
作品募集要項

■愛知県印刷工業組合



　全日本印刷工業組合連合会では、平成21年度「印刷業
経営動向実態調査集計結果報告書」をまとめた。調査の
時期は、平成21年７月（平成21年３月直近の決算期分
（１年相当）を対象としており、調査対象組合員企業は
2,000社、その内424社から回答を得た。

　【調査結果の要約】
　〈１人当たりの売上高〉
　１人当たりの売上高は1,954.5万円で、前年比4.2％増。
１人当たりの加工高は895.8万円で前年比2.3％増と、ど
ちらも前年比増となった。
　〈売上高構成比〉
　売上高構成比では、材料費が前年比1.6ポイント増の
25.6％、外注加工費は前年比0.3ポイント減の22.9％を占
め、商品仕入れが前年比0.5ポイント減の5.6％となった。
　〈加工高生産費〉
　加工高生産費は、前年度を2.3％上回る895.8万円と
なった。加工高比率は前年比より0.9ポイント減の45.8％
であった。平成20年６月の用紙の値上げは一部しか顧客
に転嫁できず、材料比率の増加、加工高比率の低下に結
びついているものと思われる。

【従業員・家族合同レクリエーション大会】

　毎年恒例の「従業員・家族合同レクリエーショ
ン大会は、９月26日㈰に木曽上松の森林浴発祥の
地「赤沢自然休養林」ウオ－キングを実施します。
日帰りバス旅行です。参加費は大人一人3,000円、
子供一人2,000円です。（座席と昼食の不要な幼児
は無料）。
　樹齢300年を超える木曽ひのきが皆さんを迎えて
くれます。是非ご参加ください。

　〈収益性〉
　営業利益は2.0％と前年と同じ。経常利益は2.2％と0.2
ポイント減、純利益は0.6％と0.5ポイント減であった。営
業利益は2.0％（昨年と同じ）。経常利益は2.2％、純利益
率0.6％は過去10年間で最低値であり、平成20年６月の用
紙の値上げと９月以降のリーマンショックという大変に
厳しい経営環境の中で、印刷業界の収益の低下を示して
いる。
　〈分野別〉
　商業印刷は50.6％と前年比2.9ポイント減、出版印刷は
14.6％と前年比1.5ポイント減、事務用印刷は10.0％で0.7
ポイント減となっている。ソフト・サービスは3.0％で前
年比0.6ポイント増。ソフト・サービスと印刷以外を合計
すると7.4％である。印刷業のソフト化、拡印刷が提唱さ
れているが、依然として印刷業の売上げの92％以上が印
刷物であり、ソフト化もまだまだ進んでいない状況であ
る。
　〈印刷機種別〉
　今回から新しく加わった調査項目が｢印刷機種別売上高
｣である。売上高の55.5％をオフセット枚葉印刷機が占め、
30.9％をオフセット輪転機が占めている。オンデマンド印
刷機は1.9％である。　
　〈規模別〉
　営業利益率は2.0％と前年と同じであった。50～99人で
は1.5％から1.7％、100～299人では1.8％から1.9％、300
人以上では3.0％から3.7％と増加した。他の規模別では前
年比減となっている。
　〈地域別〉
　営業利益率、経常利益率とも昨年度は中部がそれぞれ
3.0％、3.4％と高かったが、本年度も中部が3.1％、3.3％
とトップに位置した。一番低かった地域は九州で0.2％、
0.5％であった。

　〈自己資本比率〉
　経営の安定性を示す自己資本比率では、前年比1.5ポ
イント減の35.5％となっている。300人以上の規模では、
42.8％と安定性は高い。しかし、30～49人では28.6％、
20～29人では27.9％、4人以下では16.5％と30％を割っ
ており、安定性の面では一段と努力が必要とされる。
　〈欠損企業〉
　昨年度は業績調査提出企業を402社の31.8％を占める
128社が欠損企業となっていたが、本年度は、424社の
36.1％を占める153社が欠損企業になっており、厳しい
経営環境が企業経営を大きく圧迫している状況を示して
いる。

　【分野累計別・印刷機種別・受注先業種別にみた売上高】
　〈分野類計別純売上高〉
　全国平均の就業人員１人当たりの年間売上高は、19,952
千円であり、今回は前年度より7.2％増となっている。分
野類型別純売上高割合は図1のとおりである。商業印刷が
売上高の半分近くの50.6％を占め、次いで、包装（パッ
ケージ印刷）の14.7％、出版印刷の14.6％、事務用印刷の
10.0％と続く。
　１人当たり年間売上高及び分野別構成比の推移は、商
業印刷が50.6％と前年比2.9ポイント増加した。出版印刷
は出版不況が続き平成10年より減少傾向にあり、本年は
14.6％と1.5ポイント減少した。内製化の進む事務用印刷
は10.0％と平成11年度以来最低のシェアとなった。証券

印刷はサンプル社数2社の0.8％で0.2ポイントの減少と
なった。包装（パッケージ印刷）は14.7％と0.2ポイント
の増加。その他特殊印刷は1.8％と1.0ポイント増加した。
ソフト・サービスは3.0％と前年比0.6ポイント増加。印
刷以外は4.4％と2.4ポイントの減少。ソフト・サービス
と印刷以外を合計すると7.4％と、前年比の9.2％から1.8
ポイント減少した。
　なお、平成15年度より、ソフト・サービス（付帯サー
ビス、コンピュータ・情報処理関連）、印刷以外（その
他）についての売上内容について調査を行っているが、
付帯サービスでは、①デザイン、②発送、③入力代行が、
情報処理関連では、①インターネット関連、②データ
ベース構築・データ管理が、その他では、①折込、②広
告、③不動産がそれぞれの上位を占めている。
　〈受注先業種別売上高順位〉
　受注先業種別売上高順位を全国的にみると図2のとお
りである。上位から順にみてみると、「卸売・小売」
（15.6％）、「その他の製造業」（14.0％）、「印刷」
（12.7％）、「新聞出版」（8.9％）、「広告・放送・情
報サービス」（7.4％）、「生活関連サービス・娯楽」
（6.9％）、「食料品・飲料」（5.7％）。業種分類を見
直したため、単純に前年度と比較はできないが、「そ
の他製造業」は14.0％と前年比3.2ポイント増加したが、
「印刷」は12.7％と前年と同じであった。「官公庁」は
年々減少を続けていたが今回の調査では「公務」がそ
れにあたり、5.6％と昨年度比0.3ポイント増加となった。
受注先業種別売上高をさらに地域別にみると、「卸売・
小売」では中国（22.9％）が首位を占め、「その他の製
造業」は中部（33.2％）、「印刷」は北海道（17.8％）、
「新聞・出版」は四国（19.6％）、「広告・放送、情報
サービス」は九州（14.9％）、「生活関連サービス・娯
楽」は東京（19.8％）となっている。これらによって各
地の印刷業の主体となっている受注先業種を概ね知るこ
とができる。
　（なお、さらに詳しい内容について知りたい方は、報
告書をご覧下さい。組合で閲覧が可能です）
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■印刷業経営動向実態調査集計結果報告書■
売上高の割合「商業印刷50.6％、包装印刷14.7％、
出版印刷14.6％、事務用印刷10.0％」の順
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図1　分野類型別売上高 図2　受注先業種別売上高割合



　■日本印刷産業連合会新会長に猿
渡智氏が就任
　㈳日本印刷産業連合会（日印産
連）では、山口政廣会長の任期満了
に伴ない役員改選で、新会長に猿渡
智氏（印刷工業会会長、大日本印刷㈱
代表取締役副社長）を選出した。
　猿渡新会長は昭和14年２月21日生、
71歳。鹿児島県鹿児島市出身。
　猿渡新会長は就任の席で、「日印
産連構成10団体との意見交換を充
実させ、今まで以上に魅力ある連合
会を目指していく。電子媒体の台頭
で紙媒体がなくなるかのような報道
がされているが、共存共栄は可能だ。
印刷産業は文字と画像のデジタル化
に長年取り組んでおり、そのノウハ
ウを持っている。紙媒体と電子媒体
の両方で事業領域を広げていけると
思う。諸問題に10団体の英知を集め
取り組んでいく」と抱負を述べた。
　■大日本印刷、凸版印刷の決算
　大日本、凸版両社の2010年3月期
の連結決算が発表された。
　大日本印刷の連結売上高は1兆
5,833億円（前期比0.1％減）、連結
純利益は232億円（前期は209億円
の純損失）となった。印刷関連では、
企業業績悪化などの影響で広告宣伝
費の削減や出版不況などから前年を
下回った。メーリング関連業務、IC
カード、電子フォームなどは前年を
上回っている。
　凸版印刷の連結売上高は、1兆
5,067億円（前年比6.8％減）、連結
純利益は117億円（前期は77億円の
純損失）となった。印刷関連では、
チラシ、パンフレット、出版などが
前年を下回った。定額給付金、エコ
ポイント制度に関連した業務受託ビ
ジネスなどは堅調に推移した。
　ちなみに、トッパン・フォームズ2,316
億円（1.8％減）、日本写真印刷1,269
億円（0.6％減）、共同印刷1,044億円
（5.9％減）の売上高であった。

　日印産連は、印刷産業のイメージアップと認識・理解を深める目的
で、「９月 印刷の月」PRポスターデザイン公募を行っている。
　【公募内容】
　※応募対象者：〔一般部門〕クリエーター、デザイナー、〔学生部
門〕グラフィック・デザイン専門学校生徒、美術学校生。
　※募集期間：〔締め切り〕平成22年７月23日㈮到着分まで。
　※ポスター：〔規格〕A2サイズ、〔使用色数〕プロセスインキ４色
以内（採用したポスターの要旨はコート紙を使用）。
　※ポスター必須文字：『2010年「９月　印刷の月」期間９月１日㈬
～９月30日㈭』『2010年「９月 印刷の月」記念式典・懇親会９月15日
㈬』『Printomorrow～明日のいいこと、印刷から～』（キャッチフレーズ）
　※提出方法：インクジェット、カラープリントなどのデジタル対応
プルーフ（簡易色校正紙）１枚提出。別紙に、〒住所・氏名・年齢・
電話番号・会社名・学校名（学部）を明記し同封。
　※提出先：㈳日本印刷産業連合会PRポスターデザイン募集係
　※発表：平成22年７月末日。入賞者本人宛て通知及びホームページ。
　※応募費用：無料
　※付帯事項：①入賞作品の著作権は日印産連に帰属。②作品は自作
未発表限定。③最優秀作品はB2サイズで印刷し、2010年「９月 印刷
の月」PRポスターとして配布。④最優秀作品は2010年「９月 印刷の
月」記念式典において表彰。⑤入賞作品は各種展示会、ホームページ
などで掲載予定。
　【表彰】
　最優秀賞／賞状、賞金20万円 １点、　優秀賞〔一般部門〕賞状、
賞金５万円３点、〔学生部門〕賞状、賞金３万円２点、佳作〔一般
部門〕賞状、賞金２万円２点、〔学生部門〕賞状、賞金１万円２点
　【応募・問い合わせ先】
　㈳日本印刷産業連合会PRポスターデザイン募集係　〒104-0041東
京都中央区新富1-16-8　TEL03-3553-6051　FAX03-3553-6079

申します。１ヶ月余りが過ぎ､組合の
雰囲気にも少しなれましたが､まだ
分からないところばかりです。印刷
について知れば知るほどその奥の深
いことに驚くと同時に､確りと組合員の
皆様方のお役に立てるよう､鋭意努力
を重ねていかなければならないと肝に
銘じております。

■「あいちの印刷」事務局だよりの冒
頭をお借りしてご挨拶させていただき
ます。前任者の村瀬氏より引継ぎ、専
務理事の要職を任されました加藤修と

今後ともよろしくご指導をいただきます
ようお願い申し上げます。
■「第１回ポスターグランプリ」のポス
ター募集要項も決まり､本格的な活動
が始まります。是非､成功させなくては
なりません。ポスター応募の該当者の
方がおいででしたら勧誘をしていただ
きたいと思います。
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